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第
63
回
水
道
週
間
児
童
書
道
展

　

水
道
週
間
の
一
環
と
し
て
６
月
22
日
か

ら
29
日
ま
で
、
第
63
回
水
道
週
間
児
童
書

道
展
を
役
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
書
道
展
は
、
平
泉
小
学
校
と
長
島

小
学
校
、
平
泉
の
水
道
が
一
部
利
用
さ
れ

て
い
る
一
関
市
舞
川
の
舞
川
小
学
校
の
児

童
を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
４
年
生

が
「
上
水
」
、
６
年
生
が
「
水
道
週
間
」
と
題

し
た
力
作
、
合
わ
せ
て
１
５
１
点
が
出
展

さ
れ
、こ
の
う
ち
36
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

４
年
生
の
部
で
特
選
を
受
賞
し
た
遠
藤

愛
香
さ
ん
（
平
泉
小
）
は
「
納
得
の
い
く
字

が
書
け
た
の
で
、
受
賞
で
き
て
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
６
年
生

の
部
で
特
選
を
受
賞
し
た
千
葉
幸
大
さ

ん
（
平
泉
小
）
は
「
た
く
さ
ん
練
習
し
た
の

で
、
特
選
に
選
ば
れ
て
う
れ
し
い
で
す
」
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

入
賞
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

【
４
年
生
の
部
】

▽
特
選
＝
遠
藤
愛
香（
平
泉
）

▽
金
賞
＝
佐
川
遼
貴
（
平
泉
）
、
阿
部
勇
汰
（
平

泉
）、鈴
木
芳
佳（
長
島
）、千
葉
桃
子（
舞
川
）

▽
銀
賞
＝
長
尾
咲
奈
（
平
泉
）
、
三
浦
優
羽

（
平
泉
）
、
加
藤
実
咲
（
長
島
）
、
小
野
寺
煌

介
（
舞
川
）

▽
銅
賞
＝
佐
藤
壮
吾
（
平
泉
）
、
鈴
木
陽
太
（
平

泉
）、佐
藤
美
桜（
長
島
）、袖
野
彩
花（
舞
川
）

▽
努
力
賞
＝
菊
地
一
登
（
平
泉
）
、
小
野
命

彩
（
平
泉
）
、
今
野
旺
介
（
長
島
）
、
竹
岡
奏

（
舞
川
）、菅
原
悠
月（
舞
川
）

【
６
年
生
の
部
】

▽
特
選
＝
千
葉
幸
大
（
平
泉
）

▽
金
賞
＝
門
脇
海
（
平
泉
）
、
葛
西
瑠
海
（
平

泉
）、岩
渕
愛
未（
長
島
）、菅
原
一
脩（
舞
川
）

▽
銀
賞
＝
佐
藤
美
音
（
平
泉
）
、
千
葉
未
桜

（
平
泉
）
、
浅
利
悠
乃
（
長
島
）
、
小
野
寺
莉

子
（
舞
川
）

▽
銅
賞
＝
千
葉
陽
海
（
平
泉
）
、
栗
生
澤
夏

央
（
平
泉
）
、
橋
階
莉
愛
（
長
島
）
、
和
田
芽

生
（
舞
川
）

▽
努
力
賞
＝
菅
野
璃
子
（
平
泉
）
、
小
野
寺

椋
ノ
丞
（
平
泉
）
、
瀧
澤
悠
奈
（
長
島
）
、
駒

形
龍
希（
長
島
）
、吉
家
彩（
舞
川
）

６年生の部特選を受
賞した千葉幸大さん

４年生の部特選を受
賞した遠藤愛香さん

【
産
直
売
り
場
８
月
の
お
薦
め
品
】

■
ピ
ー
マ
ン

　
平
泉
の
長
島
地
区
に
あ
る
千
葉

翔
太
さ
ん
の
畑
で
は
、
ピ
ー
マ
ン
が

収
穫
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

千
葉
さ
ん
は
５
月
か
ら
新
規

就
農
し
、
最
初
に
手
が
け
た
の
が

ピ
ー
マ
ン
と
い
う
こ
と
で
「
今
の

時
期
は
、
収
穫
と
選
果
に
大
忙
し

で
す
。
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で

大
変
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い

作
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

販
売
時
期
…
販
売
中
（
最
盛
期
は

８
月
中
旬
頃
）

千葉さんが生産
したピーマン

生産者の
千葉翔太さん（11区）

きらめき野菜デー第２弾

じゃが・もろこし
ランチ

８月の

イチオシ！

＜レストラン＞

■販売価格　800円（税込み）
※各日12食限定

　８月５日（木）
から３日間、町内
産の野菜をたっ
ぷ り 使 っ た コ
ロッケや焼きト
ウモロコシおに
ぎりなどのオリ
ジナルメニュー
を提供します。

地域福祉計画策定をしました

生き生きと生活できる社会を目指して

　町では、このたび「平泉町地域福祉計画（第２期）」を策定
しました。この計画はすべての町民が住み慣れた地域で共
に支え合いながら、生き生きと生活ができる社会づくりを
目指し、町民と行政が一体となり、地域福祉の充実に向け
た取り組みなど地域福祉活動を推進していくためのもので
す。その概要についてお知らせします。　
■問い合わせ先…町民福祉課　察46‐5562

地域福祉計画作成ワークショップの様子

計画の期間

　令和３年度から７年度までの５年間

基本理念

　「一人ひとりが生きがいを感じ共に支え合う町づくり」

　 安心・安全に暮らせるまちづくり
　支援を必要とする人たちが住み慣れた地

域で、質の高い福祉サービスが利用できるよ

う、福祉サービスの提供の仕組みづくりを推

進します。

２

　 福祉を支える人づくり・地域づくり
　町民一人ひとり、子どもから高齢者まで、障

がいのある人もない人もそれぞれの能力を生

かした社会生活や快適な日常生活を送れるよ

う、安心・安全に生活できる環境づくりを推進

します。

３

　 福祉を支える人づくり・地域づくり
　自分の住んでいる地域の関心を持ち、地域

の生活課題を自分自身の問題として捉えられ

るよう、人づくり、組織づくりを推進します。

１

基本目標 重点的な取り組み

　①地域福祉活動推進に向けた連携・協力体制

の強化

　②地域福祉活動の人材育成・支援

③福祉サービスの充実と相談支援体制の強化

　④地域福祉に対する町民意識の高揚

　⑤拠点施設の利活用と運営体制の整備

町
社
会
福
祉
協
議
会

新
会
長
に
寺
﨑
さ
ん

　
６
月
24
日
の
町
社
会
福
祉

協
議
会
理
事
会
で
、
前
会
長　

の
髙
倉
秀
維
さ
ん
が
任
期
満

了
で
退
任
し
た
こ
と
に
伴

い
、
新
会
長
に
寺
﨑
敏
子
さ
ん

（
７
区
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
会
長
の
寺
﨑
さ
ん
は
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
を
平
成

28
年
ま
で
勤
め
ら
れ
、
６
月
21

日
に
再
度
理
事
に
就
任
し
、
会

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
会
長
と
し
て
の
抱
負
を

寺
﨑
さ
ん
に
尋
ね
る
と
「
経
営

基
盤
の
強
化
、
人
材
育
成
の
推

進
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
町

民
皆
さ
ま
の
身
近
な
社
協
づ

く
り
に
努
め
て
参
り
た
い
で

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

寺﨑　敏子さん

（平泉字毛越）

　８月12日（木）、13日（金）の６：00から朝市を開
催します。

「
現
況
届
・
所
得
状
況
届
」の

提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　

８
月
は「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
」
の
提

出
月
で
す
。

　

８
月
上
旬
に
受
給
者
宛
て
届
出
用
紙

な
ど
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
未
提
出
の
場
合
は
、
８
月
分
以
降
の

手
当
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
該
当

者
は
、
同
封
の
「
適
用
除
外
事
由
届
出

書
」も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

▽
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　
８
月
31
日（
火
）

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

　
９
月
10
日
（
金
）

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
町
民
福
祉
課
　
察
46
―
５
５
６
２

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
出
張

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
！

　

仕
事
や
子
育
て
、
生
活
面
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
に
、県
の
母
子
・
父
子
自
立

支
援
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
予

約
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
…
８
月
13
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場
所
…
役
場
１
階
談
話
室

問
い
合
わ
せ
先

　
　
町
民
福
祉
課
　
察
46
―
５
５
６
２


